
第 157８回例会     令和 3年 4月 28日(水) 

＜本日のプログラム＞ 

1.点      鐘  2.ロータリーソング                  

           ♪『奉仕の理想』 

  ◇4つのテスト唱和～本日の担当より 

3.会長の時間     鬼塚圭司 君 

4.幹事報告      藤堂孝一 君 

5.出席報告      6.ハッピーBOX披露 

7.委員会報告     各委員会より 

8.ゲスト卓話    会員卓話 宮原建樹君 

9.ＳＡＡ次週例会案内 

10.点      鐘    

第 157７回例会記録  令和 3年 4月 14日（水） 

■会長の時間         会長鬼塚圭司君 

コロナによる影響で何もできていませんが残り 2

カ月半を頑張ってまいります。 

 

■幹事報告       幹事 藤堂孝一 君 

連絡事項 

1. 4 月 24 日の地区協議会参加者登録を早め

に提出のこと 

2. 地区研修セミナーは予定通り開催されるよ

うですがコロナにより変動されます。 

■出席報告          梶田與之助君 

会員数 19名(免除 2名)  欠席届 7名 

出席数 11名     出席率 ６４.0％ 

■ハッピーBOX披露     太田忍君 

委員会報告  米山奨学委員会 梶田與之助君 

  

■次年度委員会の報告 

 会長          太田  忍君 

 幹事          吉田康一郎君 

会員増強・拡大     宇治橋信雄君 

広報・公共イメージ   小牧義 隆君 

職業奉仕        永野 陽子君 

社会奉仕        林  厚雄君 

国際奉仕        郡司 武俊君 

青少年奉仕       鬼塚 圭司君 

ロータリー財団     岩切 正司君 

米山奨学        梶田與之助君 

  

  以上次年度の報告をいたしました。皆さん宜

しくお願いします。 

 

※ ロータリー財団の歴史 

1917年 6月 18日、アトランタで開催された

第 8 回ロータリー年次大会で、当時の会長で

あったアーチＣ，クランフが、「世界で良いこ

とをするために基金を作るのが、きわめて適

切だと思われる。」と円雑したことが始まりで

す。1917年は、まだ第一次世界大戦の真った

だ中でした。そんな世界情勢の中でアーチ・

クランフは、未来のロータリーにとってこの

基金が必ず必要になるという強い信念のもと、

基金の設立を呼びかけました。 

 この基金への最初の寄付は、1917年にカン

サスシティーロータリークラブが行った 26

ドル 50セントでした。このわずか 26ドル 50

セントが、世界をよりよくするための何十億

ドルという財団の布石を敷いたわけです。 

 その後、1928年に、それまでの「アーチ・

クランフ基金」という名前から「ロータリ財

団」という名前に変更されました。「ロータリ

財団」の正式な名前は「国際ロータリーのロ

ータリ財団」です。5 名による管理委員会が

設立され、初代の管理委員長にはアーチ・ク

ランフが就任しました。その後もアーチ・ク

ランフは長期的な視野を持ち、ロータリ財団

に反対する勢力から財団を守り、存続と発展

にその生涯を捧げました。アーチ・クランフ

は、1951 年 6 月 3 日、82 歳でその生涯を閉

じています。 

 1947年に、ロータリーの生みの親であるポ

ール・ハリスが逝去しました。この時ポール

ハリスは死去後に「追悼は献花ではなく財団

への寄付」というハリスの意思が電報でロー

タリアンに伝えられました。1951 年のアー

チ・クランフの逝去とともに、このロータリ

         2020～2021     国際ロータリー第 2730 地区 

         

         会 長：鬼塚 圭司 副会長：        RI2730 地区ガバナー  風呂井 敬 

          幹 事：藤堂 孝一 会 計：田邉揮一郎   中部グループガバナー補佐 金丸 憲史 

          事務局：吉野由里子 会報委員：郡司武俊 RI 会長テーマ ロータリーは機会の扉を開く 

          例 会 場：ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ  2730 地区スローガン 『不易流行・ロータリーの 

基本を堅持し変化に適応するクラブを』 

          例会場住所：宮崎市大字塩路浜山  例会場 TEL :0985-21-1133・FAX 0985-21-1144 

          事務局住所：宮崎市佐土原町下田島 11703-18 TEL0985-62-7833 FAX0985-62-7877     

RI テーマ 

ロータリーは機会の 

扉を開く 

 

 Rotary  Opens  

Opportunities 

 



ーにとってかけがえない 2 人の偉大な人物の

逝去によって全世界のロータリアンからたく

さんの寄付が寄せられ、この時の寄付が、ロ

ータリ財団の発展に大きく役立てられました。 

「世界で良いことをする」ために、その後、

多くのプログラムが開始され、ロータリ財団

は、世界中のまだ手を差し延べていかなけれ

ばならない人々に、たくさんの温かい手を差

し延べてきました。 

 2013年には、「未来の夢計画」と銘打って、

ロータリ財団の新しい補助金システム（地区

補助金・グローバル補助金）が構築され、ロ

ータリ―の掲げる 6つの重点分野を中心に、

世界中で行う多様な奉仕活動に利用できる補

助金が誕生しました。 現在は 7 つの重点分

野に追加されています。 

 ロータリー財団は、現在、アメリカのイリ

ノイ州の州法に則り登記された非営利法人と

なっています。ロータリー財団は、現在 4 名

のＲＩ元会長を含む 15 名の管理委員と事務

総長で運営されています。 

 今や国際ロータリーとロータリー財団は、

切っても切れない存在と言えるでしょう。 

ロータリー財団は、このロータリー財団を設

立したことによって、新しい奉仕の可能性と

手段を手に入れることができました。 

ロータリー財団は、まさに、ロータリーの土

台となっているわけです。 

アーチＣ・クランフが演説をした「世界で良

いことをしよう」がロータリ財団のひょうご

となっています。 

 これからも世界で良いことをするために、

ロータリー財団に温かいご支援とさらなるご

協力をお願いします。 

ＲＩ2750地区ロータリー財団委員会 抜粋 

 

会員卓話           芳村亮治君 

 コロナにより 4カ月ぶりの例会参加です。 

現況報告 


